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ま え が き

株式会社三祐コンサルタンツは､社団法人海外農業開発コンサルタンツ協会(AD

cA)の補助金を得て､平成12年2月27日から3月29日までの32日間に渡って,

フィリッピン共和国(Repubhc of Philippines)とヴェトナム社会主義共和国(Socialist

Republic of Vietnam)における農業農村開発のプロジェクトファインディングを行っ

た｡

フィリツピン共和国では.JICAによるF/S調査(1975-1976)を経てOECFローン

により1985年に完了したカガヤン総合農業開発地区の施設､特に揚水機場群が､

建設後約20年近く経過し､それらの老朽化と共に取水エの取水障害を起こしてお

り,近年の作物の多様化等に基づくより複雑な水管理に対応することが困難な状況

にあり､これらの事業に対するリハビリ無償資金協力の案件形成を探る予備調査を

実施したものである｡

ヴェトナム社会主義共和国では､現在ヴェトナム政府の手で進められている､タン､

ホア県の北東部に位置するレン)"農業水資源開発計画事業について､日本政府

の援助案件形成の可能性について調査したものである｡

平成12年3月

株式会社 三祐コンサルタンツ
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Ⅰフィリツピン共和国カガヤン総合農業開発地区揚水機場群改修事業
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1.事業の現況

カガヤン州はフィリッピン国ルソン島の北端東部､マニラの北約500km､北緯約

18o
,東経約12oに位置し､ツゲガロウを州都とする｡カガヤン総合農業開発事

莱(CIADP : CagayanIntegrated AgriculturalDevelopment Project)は､カガヤン州

の農業生産の拡大や地域経済の安定を主目的としてJICAによるF/S調査( 1 97

5-1 976年)を経て, 1 977年よりOECFローン(PH-P14)による澄渡施設整備が

開始された｡事業は1985年に完了し､ NIA(NationalImigation Admimistration)

地方事務所の管理下､地域の農業生産の拡大に貢献してきている.澄渡用水は

カガヤン川よりイゲイグ及びアルカラ機場(3, 000ha)及びマガピット棲場(1 1, 00

oha)で確保されている｡しかしながら,いずれの機場においても設置後約20年が

経過したポンプ機器の老朽化が進み､また揚水機場取水エに土砂が堆積し取水障

害をきたしており､取水量の確保と近年地区内で進みつつある作物の多様化に基

づくより複雑な水管理に対応することが困難な状況となっている｡ NIAはこれらの

施設の改修に努力してきているが､限られた予算のなかで施設機能を維持していく

ことに困難をきたしている｡

cIADPはNIAの管理下､カガヤンJ"上流･下充の2つの澄渡事業(IAAPIS:

Iguig-AIcala-Amulung Pump Irrigation System,及びMPIS: Magapit Pump

Imigation System)に分かれている.主要作物は米作である.

(1)主要諸元

1) 澄渡面積(ha)

2) 取水ポンプ台数

ブースターポンプ台数

3) 澄渡水路(km)

幹線水路

支線水路

置】場水路

4) 排水路(km)

幹線排水路

イグイグ アルカラー マガピット

アムルング

計画 920 2, 172 11, 459

現況 656 1, 650 8, 318

3 3(高揚程)

1 (程揚程)

2, 1860

13, 635 32, 412 129, 306

10, 837 38, 048 100, 015

21, 860
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支線排水路

圃場排水路

4) 道路網(km)

アクセス道路

サービス道路

5) 排水フラップ1'-ト

6) 受益人口(人)

(2)米作及び維持管理の現状

イグイグ アルカラー マガピット

アムルング

13, 635 32, 412 129, 306

10, 837 38, 048 100, 015

55, 000

10, 223 16, 790 103, 020

7

21, 824

94, 390

48, 961

119, 827

1)MPIS

1998年における乾期作(1 1月から5月)と雨期作の作付け面積はそれぞれ

8,027ha及び3,800haで､収量は約34､ 000トン(4.25トンnla)及び12,000トン(3･2ト

ン伽)である｡年平均作付け率は澄渡排水施設の老朽化と気象条件のため､
1

o8%と､やや低い｡

2) IAAPIS

1998年における乾期作(1 1月から5月)と雨期作の作付け面積はそれぞれ

1,500ha及び1,800haで､平均収量は4.0トン伽及び4.25トンnlaであり､年平均

作付け率は107%と低い｡可耕面積は3,092baであるが､揚水機場取水エの

土砂堆積等による取水機能低下が著しく､渡藻や取水路法面の復旧が行われ

ているのに関わらず､全面積を澄渡できない現状にある.

3)水利費( ISF : Irrigation Service Fee )

NIAは水利費として収穫期毎に､籾重量でMPISにおいて375kgnla､ IAAPISに

おいて400kghaを徴収している.洪水･台風､病気などの自然災害により損害

を受けた場合などでは､免除される｡

4)澄渡施設の維持管理
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cIADPの澄渡システムの施設構成は基本的に下記の構成である｡

取水ポンプー幹線用水路一支線用水路一分水エー圃場用水路

一圃場排水路一支線排水路一幹線排水路一樋門

またo/Mにおける組織構成はNIA､澄渡組合( IA :Irrigators'Association )､

及び受益農民であり､それぞれの管理分担範囲は下記の様に区分されている｡

NIA :取水ポンプ､幹線用水路上流部､排水樋門
IA :幹線用･排水路下流部､支線用･排水路､分水工

受益農民:圃場内施設

NIAは地方事務所(Region- 2 RegionalO缶ce)の下にプロジェクトオフィス置き､

澄渡システムの基幹施設の管理､水利費(ISF)の運用を行っている｡

澄渡組合(IA)は農民の代表による澄渡施設の管理団体であり､ NIAプロジェク

トオフィスとの契約により上記施設の維持管理､分水管理､水利費(ISF)の徴収等

の作業を無償でおこなっている.澄渡ブロックにより一人/1ha程度の人数で構

成され､その中から評議会が構成されている｡評議会の委員は分水エーケ所あた

り一人の割で選出され､更に代表と監査委員(各一名)が選出され､運営に当たっ

ている｡香水制の順序､水量等の取水･配水計画の協議の為､各作付け期の始

めにメンバ｢ミーティングがひらかれる｡ NIAは状況に応じてIAに対し水利費の

2%程度の補助を行っている｡

lAAPISでの1 998年と1 999年におけるo/Mコストと水利真の徴収の状況を次

頁に示しているが､徴収率は55から65%でありo/Mコストに対する水利章の率は

約77%である｡不足分はNIAプロジェクトオフィスの他からの収益で賄われてい

る｡ MPISにおいても1999年の0/Mコストは12.1Mペソにのぽっているが､収支

状況はIAAPISとほぼ同様である｡

2.施設の現状

MPIS及びIAAPISの用水路･排水路は､比較的良好な状況を維持されており､

今後ともNIA及びIAsにより定期的/日常的な維持管理活動で維持されていくもの

と考えられる｡更にMPISの水路施設は､世銀の援助によるWRDP(Water
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卜=A I JGUIG-ALCALA-AMULUNG PUMP JRRiGATION SYSTEM

ASSESSMENT OF ACCOMPLJSHMENT ON OPERATION AND MAINTENANCE
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A
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Resources Development Project )により､改修が進められる予定である｡ -方,水

源施設においては､施設の老朽化と相侯って､取水口における土砂堆積が進み､

取水障害が深刻化している｡特にIAAPISにおけるイゲイグとアムルングの両棲

場においての堆砂が深刻である｡ MPISのマガピット機場では､多少の土砂堆積

が取水口にみられるが,日常的な維持管理により取水機能確保は計れる状況にあ

る｡また､マガピット機場-の塩水の遡上が懸念されたが､渇水期における最大

値でも塩分濃度は300ppm程度が観測されており､謹漉lこは支障の無い値であ

る｡

(1 )ポンプ設備及び機場(イグイグ､アムルンゲ､マガピット)

1 982年のポンプ設備稼動後およそ1 7年が経過し､ポンプ､モーター､盤類等

が頻繁に故障し始めており,澄渡が必要なときに､確実性･信頼性のあるポンプ運

転が望めなくなってきており､機械･電気設備の全面的な改修が必要と考えられる｡

イグイグ,アムルング､及びマガピット機場のポンプの主要なパーツ､すなわち

羽根車,ケーシング,シャフト等はまだ健全で.あまり損傷は見られない｡部分的な

部品交換およぴリペアによってこれらのポンプの寿命を伸ばすことは期待できる｡

しかし,電気系統のパネルとモーターを含む付随的装置の多くが絶縁不良や腐食

等により劣化･損傷しており､今後の信頼できるポンプオペレーションを実現する為

には大規模な部品の修理交換が必要と考えられる｡

(2)機場施設

ポンプ場建物も同様に老朽化しており､建物の壁のひび割れ､地下壁からの漏

水(ニ次的にポンプ機械･電気設備の腐食･絶縁不良をまねいている)､更には受電

設備基礎盛土地盤の不等沈下により基礎が傾いておりトランスからの油漏れや配

線ピットの損傷を招いている｡機場毎の重大な損傷点は次の通り｡

a)イグイグ機場

一 水漏出が地下壁の幾つかのクラックから観察されるo 漏水はエア-ダクトや

ケーブルダクトに入り､腐食やローカルパネルや配線ケーブルの絶縁不良

だけでなく,ポンプバルブのモーターの動作不良を引き起こしている｡

一 上部建物の屋根の軒が剥がれ落ちたり殆どの窓枠･窓ガラスが損傷している
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等､全体的な外装補修がのぞまれる｡

ー 受変電設備部のケーブルピットが部分的な盛土の沈下ため損害がはげしい｡

b)アルカラ機場

-水漏出が地下壁の幾つかのクラックから概察される｡特に低揚程ポンプの吐
出管の壁面貴通部からの漏水が激しい｡

一高揚程ポンプ吐出管の埋設部及び吐水槽の下流流出函渠接続部からの漏水
が激しい｡

ー 受変電設備の基礎盛土の不等沈下によりトランスからの油漏れやパネルのド

アーの開閉不良がある｡また盛土法面保護エもかなり損傷している｡

c)マガピット機場

他の機場に比べ比較的良好な状況にある｡

(3)取水エ

イグイグ及びアムルング機場の取水工前面は両機場とも堆積土砂で埋まってお

り､特r=イグイグでは取水河川であるカガヤン)"の河道位置が約700m程機場対

岸側(左岸側)に移動しており,堆砂部分はすでに陸地化している状況にある｡ま

た.アムルンゲ機場の場合も同様に､カガヤン川河通が約500m程取水エより遠

ざかっているが､堆砂の状況は未だ安定していない様に観察される｡

現況での取水は､両棲場とも､土砂開削により取水路を設置して行っているが､

年に数回の頻度で発生する洪水の度に取水路が土砂で埋まってしまうため､不安

定な取水条件だけでなく､頻繁な渡漠作業を余儀なくされており､多大な労力と費

用を必要とされている｡従って､取水エを改良して安定的な取水を可能とすること

が､当該地区にとって第一の優先事項と考えられる｡
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3.改修事業計画

ポンプ設備を中心とする取水施設の老朽化のみならず､取水口前面の堆砂によ

る取水機能障害が地区の澄渡効率の向上を妨げている大きな要因であり､維持管

理における財政上の圧迫要因である｡取水の為の凌深作業に毎年500,000ペソ

以上の費用を投じている状況にある｡このような状況を改善するために,下記に

挙げる施設の早急な改修事業が望まれる｡

MPIS

-

マガピットポンプ場のポンプ設備･電気設備の修復及び予備晶供与｡
-

取水口の漬菜機械(サンドポンプ等)の供与｡
- ポンプ場建物等の建築土木施設の修復｡

lAAPIS

一

取水エの改良｡
一

取水路の渡漠機械の供与｡
- ポンプ設備･電気設備の修復及び予備晶供与｡
- ポンプ場建物等の建築土木施設の修復｡
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4.添付資料

(1)調査団鼻

森 建彦

(2)調査日程

株式会社三祐コンサルタンツ海外業務管理部参事

月日 エ程 備考

2月27(日) 移動名古屋-マニラ(JL743)

28(月) 現地調査力ウヤン泊

29(火) 現地調査ツゲガロウ泊

3月1(水) 現地調査マニラ泊

2(木) NAA本部表敬､JICA専門家挨拶(マニラ泊)

3(金) 調査結果整理.分析､資料収集(マニラ泊

4(土) 調査結果整理.分析.資料収集(マニラ泊)

5(日) 休日(資料整理.分析)(マニラ泊)

6(月) 調査結果整理.分析､資料収集(マニラ泊)

7(火) 調査結果報告書作成(協議用)(マニラ泊)

8(水) 調査結果報告書作成(協議用)(マニラ泊)

9(木) 調査結果報告書作成(協議用)(マニラ泊)

10(金) NIAとの協譲(マニラ泊)

ll(土) 調査結果整理(マニラ泊)

12(日) 休日(調査結果整理)(マニラ泊)

13(月) 移動マニラ-ハノイ(CX960/CX791) 香港経由
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(3)関係官庁面接者

NIA

仏

仏
_

A

仏

仏

1

N

N

N

N

N

N

Head of Feasibihty Studies & Environment Section

JICA専門家

JICA専門家

RegionalImigation Manager

IAAPIS Superintendent

MPI S Super血t endent

Assistant Administrato r

1-ll

Mr.Abelardo Y.Amentia

竹内 兼蔵
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IAAPIS
－アムルング機場

高揚程ポンプ吐出管壁画
貫通部の漏水状況。

IAAPIS
ーアムルング機場

バッテリーパネルの
腐食状況。
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IAAPIS-ƒAƒ€ƒ‹ƒ“ƒO‹@•ê•@No. 4ƒ|ƒ“ƒv‚ÌƒP•[ƒVƒ“ƒO“à–Ê
の腐食状況（比較的良好な状況にみえる）。



MPISーマガピット機場　　取水王

MPIS-マガlピット機場　取水工上流側2径間には角落としが

入れられており､ポンプ側に堆積している(サンドボンプが故障中

で除秒作業が行われていない)｡
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MPIS-ƒ}ƒKƒrƒbƒg‹@•ê•@•@No. 1ƒ|ƒ“ƒv

同上。．インベラ（比較的良好な状況にみえる）。
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ⅠⅠ.ヴェトナム社会主義共和国タン･ホア県レン川農業水資源開発計画事莱
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1.事業の背景

ヴェトナム社会主義共和国は南北が北緯8oから23oの間にあり約1,700kmの細

長いS字形をした国であり､中部ヴェトナムのS字のくびれた辺りで東西の幅が最も

狭くなり約65km程度である.国土面積は約33万2000km2であるが,平地はそ

の約21%であり残りは山岳.丘陵地帯である｡平地は北部の紅河デルタと南部の

メコンデルタで代表され､この二つのデルタで平地の約81 %を占める｡

対象とするレン川農業水資源開発計画地区は､紅河デルタの南部に接して流れ

るマ川が分流してトンキン湾に入るその北側の分流支川であるレン川の流域であり､

古くから澄渡施設や給水施設が建設されてきている｡ハ･トルン郡には貯水池及

び小規模ダムを建設し1, 1 18haの農地を澄渡している他､レン川から直接取水す

るポンプ場や水路､付帯施設等, 100カ所以上のポンプ場が建設され､農地約

24,800haのうち約17,000haが濯漉されている.残る7,800haの澄渡されていない
農地は澄渡用水の不足が著しい地区である｡

近年の農業のみならずエ業一生活用水等の需要が高まっている中で､本地域の

乾期における干ばつが深刻であり,特に4月から7月にかけては生活用水にも不足

をきたしている｡特に乾期の河川水位低下による塩水遡上による用水障害は深刻

であり､地域住民はやむなくこれを農業用水及び生活用水に使用しており､その被

害が広がっている｡

ヴェトナム政府は､この様な状況を改善し､住民の健康保持と農業を持続的に発

展させるために､レン川に防潮堰を建設して塩水遡上を防止し､淡水を確保するレ

ン川農業水資源開発計画を推進している｡

(1) 一般概況

レン川農業水資源開発計画地域の地域概況は次の通りである｡

プロゾェクト位置 :北緯19o57`から
20o10'

:東経105o45`から105o59'

プロゾェクト地域は次の地域に接している｡

北部 :ニン ビン県

南部 :ホアン ホア都
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西部 :チャク チャン郡

東部 :トンキン湾

地域の面積は約54､ 300haで､そのうち農地は約24､ 800haである｡人口は

約436,000人､うち約80%が農業に従事している｡

(2) 気象概況

1)月間及び年間の気温(oC)

1956年から1 997年の観測による｡

Month 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 Year

TmaX. 33.0 35.8 38.9 41.5 41.9 41.3 42.0 41.8 38.3 37,2 35.2 31.4 ■42.0

Tmean 17.0 17.3 19.8 23.5 27.2 28.9 29.0 28.2 26.4 24.5 22.4 18.6 23.6

2)平均湿度(鶴)

1 956年から1 997年の観測による｡

Month 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 Year

Mean. 86 88 90 88 84 82 81 85 86 84 83 83 85

3)蒸発量(皿)

Month 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 Year

月間 54.6 36.8 39.7 50.0 89.7 84.4 104_3 74.7 63.9 74.8 69.1 64.9 820.7

日 1.8 1.4 1.3 1.7 2.9 3.1 3.4 2.4 2.1 2.4 2.3 2.4 2.1

4)平均風速(m/～)

Month 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 Year

Mean. 1.8 1.8 1.7 1.9 2.0 1.9 1.9 1.5 1.7 1.9 1.8 1.7 1.8

5)降雨量(Ⅱ皿)

Month 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 Year

Mean. 2.4 5.5 47.3 57.0 92.3 144.5 145.5 163.6 119.3 454.9 10.8 0 1,243
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とする当該プロシ●ェクトに大きく影響を及ぼす｡

レン川沿いに観測された塩分濃度は次の通り｡

観測点

海まで

の距耗

(Km)

塩分濃度(㌔)

4-1989 3-1990 4-1991 3-1992

SmaX Smin SmaX S血 SmaX S血 SmaX Sm血1

hchSung 2.0 22.2 0.14 17.5 0.18 15.2 0.13

DoTbam 9.0, 1.15 0.ll 6.3 0.14 5.00 0.10 ll.0 0.12

YenOn 12.0 0.20 0.12 0.6 0.15 0.15 1.90 0.12

2.事業計画

(1)事業目的

1)長期計画

201 0年を計画年度として､水資源の開発を行い､望ましい農業と地域開発によ

り住民の貧困減少と生活向上を目指す｡

2)短期計画

レン川の河口に防潮水門を建設することにより

･乾期の塩水遡上を防止する｡

･淡水を貯水し乾期における生活用水と謹灘用水の補給水源とする｡

･従来の河道流況を保ち,洪水の流下を確実とする｡

(2) 工事内容

1)防潮水門

防潮水門はレン川に位置し,河道の蛇行部を利用して短縮河道の切り替えを行

いそこに水門を建設し,旧河道に締め切り堤を建設する｡エ事には下記の施

設が含まれる｡

T 14門の鋼製ゲート(W8m x H6m)又は3門のラバーゲート(W40m x

H5m),敷き高EL-5.Om｡

･開門l式(w8mxL30m)

･締め切り堤(アースフィルダム､L=280m)
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(3)土地利用状況

1997年の統計によれば,対象地域の面積は54､ 252haであり､次のように区

分される｡

N｡. 1tem HauLoc HaTrung NgaSon 合計 Jlo-セント

地域面積(ha)

1 農地

2 森林

3 その他利用地

1 未使用地

14,660.0 25,097.0

7,841.9 7,81 3.9

1
,268.3

5,874.5

2,261.4 2,748.9

3,288.4 8,659,7

I4,495.0 54,252.0

9,1 1 9.5 24,775.3

32.0 7,1 74.8

1
,775.7

6,786.0

3,567.8 1 5,51 5.9

100.0%

45.7,i

1 3.2%

1 2.5%

28.6%

(4).農業被害現況

1)干ばつ･渇水

冬･春作においては､ 3月の終わりから4月始めにかけて､また夏･秋作において

は6月から7月上旬の時期が最も多く澄渡用水が必要とされるが,河川流量は非常

に少なく､干ばつ被害を発生している｡恒常的な干ばつの被害発生地区は, Nga

sonの海岸地区､ HauLec郡の5つの村落､ Thon Hauポンプ場掛かりのある地区及

びTraGiang水路の末端部である.干ばつの被害面積(ha)は次の通り.

年 1994 1995 1996 1997 1998 摘要

冬.春作 6,900 7,000 8,036 5,700 5,800

夏.秋作 800 12,200 8,180 6,200 4,600

2)洪水湛水被害

例年9月15日から1 1月15日の2ケ月間に発生し､収穫に大きな被害をあたえて

いる.湛水被害は主にHaTrung郡, NgaSon郡の幾つかの村落及びAn)"の

河口付近に集中している｡

3)塩水被害

乾期の河川水への塩水侵入は深刻である｡ほとんどの河川水は生活用水及び

澄渡用水で使われ.海水が内陸深く侵入する.マ川ではHam Rongまで塩水

が遡上し､流域内にある他の河川(I.ach Truong,Len river)も同様である｡渇

水年には､マ川の流量も激減し､レン川-の流入量も減少し,レン川を主水源
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･維持管理用地200m2(管理棟を含む)｡

2)澄渡用水供給施設建設

･レン川及びDe水路より取水しHau I.oc郡の5つの村落に供給する水

路網と3つの小規模ポンプ場の建設｡

･

NgaSon澄渡地区に対し､ MongGuongに防潮水門を建設(3門､ w4m

x H3.2m)｡

･

vucbaポンプ場の修理改良｡
･

Hung I.ong川の汝漠と改修(延長14,107m).
･

vanThangの漢漢(延長3,976m)｡

(3) 事業費

1 )比較案IIA(防潮水門鋼製ゲート案)

防潮水門

潅濃水路及び関連施設

用地補償

EIRR

2)比較案ⅠIB(防潮水門ラバーゲート案)

EIRR

(4) 建設期間

3.進捗状況

177,129,335千VND

(12.7百万円)

128,019,004千VND

49,110,331千VND

2,989,000千VND

16%

206,958,902千VND

14.75%

4ケ年

当該プE)シ◆ェクトのフィーゾビリティースタディ-(F/S)は,ヴェトナム政府の手により完了し､

現在,農業･農村開発省(MjuD)及びMPI(Mimistry of Planningand lnvestment)の

承認を待っている状況にあり､プロゾェクト関係者は測量等の調査とBasicDesignの準

備を進めている｡
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4.添付資料

(1)調査団鼻

森 建彦

(2)調査日程

株式会社三祐コンサルタンツ海外業務管理部参事

月日 エ程 備考

3月13(月) マニラ-ハノイ(CX906/CX791) 香港経由

ハノイ泊

14(火) MARD及びJICA専門家表敬

15(水) MARDとの現地調査事前協議

ー6(木) 現地調査(丁目ANHHOA泊)

17(金) 現地調査(ハノイ泊)

18(土) 資料整理.分析(ハノイ泊)

19(日) 休日(資料整理.分析)(ハノイ泊)

20(月) 現地調査(ハノイ泊)

21(火) 調査結果整理.分析,資料収集

(ハノイ泊)

22(水) 調査結果整理.分析､資料収集

(ハノイ泊)

23(木) 調査結果整理.分析,資料収集

(ハノイ泊)

24(金) 調査結果報告書作成(協諌用)

(ハノイ泊)

25(土) 調査結果報告書作成(協耗用)

(ハノイ泊)

26(日)

27(月)

休日(調査結果報告書作成(協法用))

(ハノイ泊)

MARDとの協議(ハノイ泊)

28(火) MARDとの協議(ハノイ泊)

29(水) ハノイ一名古屋(CX790/JL706) 香港経由

(3)添付図面

レン川防潮水門計画平面図 次頁参照｡
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(4)関係官庁面接者

日本国大使館

農業･農村開発省

農業･農村開発省

農業･農村開発省

農業･農村開発省

一等書記官

国際局

JICA専門家

HEC No.1 Director General

HEC No.1 Chief Engineer

ThanhHoa県HauIJOC都 県人民委員会

Cbaiman

宮崎 祥一

DAO THI LOC

熊谷 とおる

PHAN NHU HAI

Tram Van - Cu

Nguegen Van Tinh

Deputy Cb血man Nguigen Van Hieu

Head Office of District Ngo Qeei Cap
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(5)現地写真
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レン川より取水する揚水機場と用水路

（コンクリートブロックライニング水路）

同上　下流をみる。

レン川ブロジェクト受益地区
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タン　ホア県ハウ　ロック郡人民委員会事務所

チャン川上流部の揚水機場（右岸）

チャン川上流部の揚水機場（左削）
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レン川河口付近｡対岸はNga Son地区で
新規に3, 000haの潅漑を行う計画である。

チャン川（下流を見る）・

チャン川（上流を見る）
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レン川　防潮水門計画地点上流部

同上　下流部

レン川　防潮水門壊投計画地点佃軸付近）
防潮水門は蛇行部をショートカットして建投される。
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